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東田自治区のシンボルマーク３月のハローホール利用者数：１，５５７名

裏面もあります ●東田自治区事務所　電話･ FAX 24-3510　公衆電話 28-0839

●事務所が開く日／毎週火～金曜日：午後 1時～ 5時　　土曜日：午前 9時～ 12 時

●東田区民会館（ハローホール）の利用申込みは、事務所までご連絡ください。

●区民会館隣に資源物のストックヤードがあります。利用申込みは事務所まで。

●「ハロー！東田」へ情報をお寄せください！

　 E － mail アドレス  自治区事務所  higasida@hm7.aitai.ne.jp

　 東田ホームページ　http://higasida1.com →写真はカラーです

ハ
ロ
ー！

東
田

  

３
つ
の
柱
を
推
進　

新
・
東
田
自
治
区
長  

中 

根 

眞 

了

　

区
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
代
区
長
の
輝
か
し
い
実
績
を
見
及
ぶ
に
、
私
の
よ
う
な

も
の
で
務
ま
る
の
か
と
思
い
悩
み
ま
し
た
が
、
役
員
や
評

議
員
の
方
々
や
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
、
平
成
27
年
に
は

東
田
自
治
区
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
発
展
と
共
に
当
自
治
区

も
居
住
人
口
が
増
え
続
け
、
現
在
１
５
５
０
余
世
帯
と
市
内
で
も
大
き
な
自
治
区
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
増
加
に
伴
い
種
々
の
問
題
も
増
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、

東
田
自
治
区
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
『
安
全
で
安
心
で
き
る
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
東
田
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
念
頭
に
、基
本
方
針
で
あ
る
三
つ
の
柱
「
安
全
で
安
心
感
の
あ
る
ま
ち
」

「
高
齢
者
や
子
供
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
花
や
緑
の
う
る
お
い
あ
る
環
境
保

全
に
取
り
組
む
ま
ち
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆自治区事務所（区民会館）の休み◆

◇４月 27日（日）～５月６日（火）

※緊急時は中根区長まで（℡ 27-9020）

※組長さんの配布物は通常通り５月１日

◆緑寿会　クリーンウォーキング◆

◇日時／４月 17日（木）午前７時～ 8時

　　　　５月 22日（木）午前７時～８時

◇場所／枝下緑道の清掃

◆女性会　ハローホール清掃奉仕活動◆

◇日時／ 4月 19日（土）午前 10時～

◇担当／女性会の中エリアの方

◆ふるさとづくり委員交流会◆

◇日時／６月７日（土）午前 10時～ 12時

◇参加者／自治区役員、各種団体代表者

　　　　（該当者には別途ご案内します）

◆組長会◆

◇日時／７月６日（日）午後７時～８時 30分

◇場所／ハローホール２階

◇議題／盆おどり大会について他

　

自
治
区
総
会
を
開
催　

区
長
に
中
根
眞
了
氏

　

３
月
23
日
（
日
）、
ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
で
平
成
25
年
度
東
田
自
治
区
定
期
総
会
が
、
新

旧
の
役
員
・
組
長
、
一
般
区
民
ら
約
１
７
０
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
三
浦
県
議
、
神
谷
市
議

も
出
席
さ
れ
、
会
場
の
ハ
ロ
ー

ホ
ー
ル
は
超
満
員
と
な
り
ま
し

た
。

　

役
員
改
選
期
に
あ
た
る
今
回
の

総
会
で
は
、
新
区
長
に
こ
れ
ま
で

副
区
長
だ
っ
た
中
根
眞
了
（
な
か

ね
し
ん
り
ょ
う
＝
北
３
組
）
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
副
区
長

に
は
宮
澤
清
人
氏
が
選
出
さ
れ
た

ほ
か
、
役
員
に
大
幅
な
異
動
が
あ

り
ま
し
た
（
裏
面
に
役
員
名
簿
）。

　

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
平
成
25

年
度
の
決
算
お
よ
び
事
業
報
告
、

平
成
26
年
度
の
予
算
お
よ
び
事
業

計
画
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
事
業
と
し
て
は
例
年

通
り
で
す
が
、
現
在
借
地
に
な
っ

て
い
る
ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
の
土
地
に

つ
い
て
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か新旧役員、組長、一般区民ら約 170 名が参加し超満員

お 知 ら せ

　　藤井書記 　右田監事　　富﨑監事　荒木会計

　 大山書記　 中根区長　 宮澤副区長　 久保会計 

（評議員）入江さん　野崎さん　正田さん　田中さん　池田さん　林さん

　　　柘植さん　　矢澤さん　　内藤さん　　長田さん　　鈴木さん

　
　

東　

田　

心　

風　
～
人
任
せ
に
し
な
い
で
～

　

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
社
会
で
い
ろ
い
ろ
な
波
紋

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
上
昇
分
は
福
祉
や
社
会
保
障
に
回
さ
れ
る
は
ず
で
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
に
な
っ
た
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。
自
分
の
将

来
の
生
活
設
計
は
、
人
任
せ
で
は
な
く
自
分
で
調
べ
、
考
え
る
事
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
安
心
な
生
活
を
送
る
た
め
に
「
本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
か
」
を
自

ら
考
え
る
こ
と
で
消
費
税
10
％
の
対
処
方
法
も
見
つ
か
り
安
心
し
た
生
活
が
過
ご
せ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た〝
人
任
せ
〟は
子
育
て
の
分
野
で
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
核
家
族

化
が
進
む
に
つ
れ
、
本
来
家
庭
内
で
行
う
べ
き
教
育
ま
で
、
幼
稚
園
や
学
校
等
に
求

め
ら
れ
て
い
る
現
状
は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
人
任
せ
で
は
な
く
家
族
参
加
型
に
変

え
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。
自
治
区
の
行
事
も
家
族
参
加
の
一
つ
の
姿
と

い
え
ま
す
。
新
生
活
に
向
け
て
視
点
を
変
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。（
あ
）

（１）

（エリア長）　那須さん　 西田さん　 滝口さん

　　　　　西野さん　 鈴木さん　 堀川さん

新旧区長が区長バッジを引き継ぎ

東田自治区の基本方針

◆◆ 好きです！ 東田のまち 今住む町を故郷に ◆◆

基本方針「三つの柱」

　１　安全で安心感のあるまち

　２　高齢者や子どもがいきいきと暮らせるまち

　３　花や緑のうるおいある環境保全に取り組むまち

東田自治区の重点取組み

　１ 自治区コミュニティ活動の推進

　　（１）組単位のふれあい活動
　　（２）自治区行事への参加
　　（３）笑顔であいさつのあるまちづくり
　２ 環境整備の推進

　　（１）ごみ分別強化とリサイクル活動の推進
　　（２）生活環境、道路環境等の整備
　　（３）花や緑でうるおいあるまちづくりの推進
　３ 防犯、防災、交通安全活動の推進

　　（１）自主防犯活動の推進
　　（２）自主防災活動の推進
　　（３）交通安全活動の推進

　
　

訃　

報　
　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

・
３
月
４
日
（
火
）　

石
田
勝
治
さ
ん　
　

70
歳　

中
Ｂ
７
組　

寿
町
６
丁
目

・
３
月
11
日
（
火
）　

近
藤
鍵
二
さ
ん　
　

81
歳　

東
13
組　
　

寿
町
３
丁
目

・
３
月
19
日
（
水
）　

岡
田
豊
子
さ
ん　
　

79
歳　

南
５
組　
　

寿
町
５
丁
目

  

退
任
に
あ
た
り 
　

 

前
・
東
田
自
治
区
長

　

副
区
長
と
し
て
２
年
、
そ
し
て
区
長
と
し
て
２
年
の
大

役
を
無
事
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
ず
は

区
民
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
好
き
で
す
東
田
の
ま
ち 

今
住
む
町
を
故
郷
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
柱
を
目
標
と
し
て
、
組
長
さ

ん
、
役
員
さ
ん
た
ち
と
と
も
に
一
歩
一
歩
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
は
、
平
成
25
年
度
は
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
に
よ
る
青
パ
ト
車
４
台
で
１
９
３
回
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
総
走
行
距
離
は
実
に
２
７
０
０
㌔
㍍
に
及
び
ま
す
。
ま
た
、
う
る
お
い
の
あ
る
環
境

保
全
活
動
と
し
て
は
、
皆
様
に
心
の
安
ら
ぎ
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
枝
下
緑
道
を

中
心
と
し
て
５
か
所
に
２
千
本
の
花
を
植
え
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事

業
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
自
治
区
に
は
様
々
な
課

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
区
長
の
下
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
方
向
性

を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
２
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●お詫び

　前月号の退任役員の挨拶で、お名
前の紹介に印刷ミスがありました。
お詫びいたします。
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ハロー！東田　平成 26（2014）年４月号

４ 月 安全部 春の交通安全　全市一斉街頭活動 (4/7)

女性会 清掃ボランティア (4/19) 担当：中エリア

５ 月 環境部 不法投棄パトロール〈巡回指導〉

６ 月 区 ふるさとづくり委員交流会 (6/7)

環境部 春の環境美化活動 (6/15)

地域活性部 花植え (6/15)

安全部 危険箇所点検〈カーブミラー等〉(6/21)

７ 月 区 第１回組長会 (7/6)

安全部 夏の交通安全　全市一斉街頭活動 (7/11)

環境部 不法投棄パトロール〈巡回指導〉

女性会 清掃ボランティア (7/19) 担当：北エリア

体育部 ふれあいマレットゴルフ大会

地域活性部 夏の防犯パトロール〈青パト隊〉

８ 月 文化部 第33回東田ふれあい盆踊り大会 (8/2)

９ 月 福祉部 友愛訪問、長寿を祝う会

女性会 清掃ボランティア (9/20) 担当：西エリア

環境部 秋の環境美化活動 (9/21)

安全部 防災備品点検・整備補充等

安全部 秋の交通安全　全市一斉街頭活動 (9/22)

10月 環境部 不法投棄パトロール〈巡回指導〉

体育部 ふれあいフェスティバル (10/26)

女性会 介護教室

11月 区 ふるさとづくり委員交流会 (11/1)

環境部 不法投棄パトロール、ごみＳＴ立哨活動

安全部 防災訓練 (11/8)

地域活性部 花植え

女性会 清掃ボランティア (11/15) 担当：南エリア

12月 安全部 年末の交通安全　全市一斉街頭活動 (12/1)

区 第２回組長会 (12/7)

体育部 ふれあいボウリング大会

女性会 ガーデニング教室

地域活性部 冬の防犯パトロール〈青パト隊〉

区 年末年越しイベント (12/31)

１ 月 環境部 不法投棄パトロール、ごみＳＴ立哨活動

女性会 清掃ボランティア (1/17) 担当：東エリア

３ 月 区 平成26年度自治区定期総会 (3/22)

①総括班会議　毎月第４土曜　②役員会　毎月第１土曜　

③自治区だより「ハロー！東田」発行　毎月15日

④回覧物・広報とよた等配布（組長）毎月１、15日

⑤青色パトロール隊見回り(随時)　⑥東田子ども塾　毎週土曜

平成２６年度 事業計画

６

（２）

※各部の部長、副部長

書　記

東
田
ふ
れ
あ
い
グ
ル
｜
プ

西エリア長

中Aエリア長

中Bエリア長

南エリア長

北エリア長

東エリア長

区　長

監　事

地域活性部

文化部事務員

副区長

会　計

相談役・顧問

体育部

環境部

東田子ども塾

広報委員会

緑　寿　会

評議員12名

ジュニアクラブ

子ども会(A,B)

女　性　会

安全部

福祉部

東田自治区組織

総括班

役　員

１９

　

女
性
会
全
体
会

　

４
月
５
日
（
土
）、
ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
で
女

性
会
（
神
谷
千
恵
会
長
＝
中
Ｂ
４
組
）
の
全

体
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
の
役
員
紹

介
、
事
業
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性

会
は
主
に
組
長
の
奥
様
で
構
成
さ
れ
た
団
体

で
す
。
本
年
度
も

ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
５
回
、

介
護
教
室
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
の
活
動
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

役　職 担　当 氏　名

区長 自治区全般 中根　眞了

副区長 自治区全般 宮澤　清人

書記（正） 自治区全般 大山　貞則

書記（副） 自治区全般 藤井　勇夫

会計（正） 自治区全般 久保　久子

会計（副） 自治区全般 荒木　　 規

自治区全般 右田　　 清

自治区全般 富﨑　克之

環境部長 柘植　伴夫

安全部長 矢澤　昌明

文化部長 内藤　勝己

体育部長 長田　康伸

福祉部長 瀬川　正生

地域活性部長 鈴木　四朗

環境副部長 入江　懸命

安全副部長 野崎　孝人

文化副部長 正田　啓博

体育副部長 田中　　 栄

福祉副部長 池田美代子

地域活性副部長 林　　 直明

エリア長 西エリア 西野　俊七

中Aエリア 那須　容代

中Bエリア 鈴木　宗雄

南エリア 西田　　 剛

東エリア 堀川　裕之

北エリア 滝口　義則

相談役 前区長 神谷　鉃治

顧　 問 市議会議員 神谷　和利

平成２６年度 東田自治区役員

監事

評議員

自治区活動の拠点、東田区民会館。

通称「ハローホール」。様々な活動

とふれあいの場となっています。

　

子
ど
も
達
が
だ
る
ま
窯
の
上
塗
り
作
業

　
「
寿
町
の
だ
る
ま
窯
」
は
、
現
存
す
る
瓦
を
焼
く
窯
と
し
て
は
国
内
最
古
級

で
、
豊
田
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
傷
み
が
激

し
く
、
現
在
修
復
作
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
３
月
28
日
（
金
）、
春
休
み
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
こ
の
窯
の
上
塗
り
作
業
を
体
験
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
高
浜
市
の
瓦
関
係
者
や
市

職
員
も
見
学
す
る
中
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で

の
12
名
の
子
ど
も
が
大
人
の
ス
タ
ッ
フ
９
名
と
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
く
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初
、

ド
ロ
ド
ロ
の
粘
土
に
触
る
の
を
い
や
が
っ
て
い
た

子
も
、
途
中
か
ら
は
泥
ん
こ
に
な
っ
て
も
気
に
し

な
く
な
り
、
皆
で
修
復
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

曙
町
交
差
点
西
側
道
路
の
切
替

　

市
内
屈
指
の
交
通
量
が
あ
る
曙
町
交
差
点
。
土
橋
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
道
路
の
接
続
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
１
月
号
で
も
お

伝
え
し
た
と
お
り
、
曙
町
交
差
点
か
ら
西
側
に
向
か
う
道
路
の
ル
ー
ト

が
３
月
25
日
午
前
４
時
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
交
差
点
か

ら
踏
切
に
向
か
う
市
道
は
右
斜
め
に
下
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
交

差
点
が
正
十
字
形
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
暫
定
的
な
ル
ー
ト
で
、
そ
の
先
は
急
な
右
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
元

の
市
道
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
急

な
カ
ー
ブ
な
の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
で
土
橋
駅
南
口
に
行
く
時
は
、
曙

町
交
差
点
を
通
過
後
に
カ
ー
ブ
手
前
の
一
つ
め

の
三
叉
路
か
ら
左
折
し
て
街
区
の
中
に
入
っ
た

方
が
通
行
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
す
れ
ば
東
田
自

治
区
か
ら
土
橋
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
便
利
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
工
事
は
数
年
に
わ
た
り
続

き
ま
す
の
で
、車
で
走
る
と
き
も
歩
く
と
き
も
、

安
全
に
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
道
の
整
備

　

寿
町
１
丁
目
の
市
道
山
之
手

第
17
号
線
（
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ

か
ら
三
河
線
に
向
か
う
道
路
）

は
、
市
役
所
が
幅
８
ｍ
（
県
道

接
続
部
分
は
12
ｍ
）
に
拡
幅
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
第
１
期
工
事
と
し
て
昨
年
10

月
か
ら
ト
ヨ
タ
車
体
㈱
前
の
約

１
０
０
ｍ
の
区
間
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
末

に
予
定
通

り
工
事
が

完
了
し
ま

し
た
。
新

年
度
も
引

き
続
き
進

め
ら
れ
ま

す
。

　

世
代
を
超
え
た
花
展
を
楽
し
む

　

３
月
25
日
（
火
）、26
日
（
水
）
に
豊
田
ガ
ー
デ
ン
「
花
遊
庭
」
で
春
の
花
展
「
花

の
輪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
花
展
は
、
豊
田
ガ
ー
デ
ン
創
業
者
の
天
野

定
夫
さ
ん
（
東
２
組
）
と
、
孫
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
趣
味
の
園
芸
」
の
講
師
も
務
め
る

天
野
麻
里
絵
さ
ん
が
開
い
た
も
の
で
す
。

　

天
野
定
夫
さ
ん
は
平
成
７
年
に
陶
芸
を
始
め
、
こ

れ
ま
で
に
市
長
賞
５
回
の
ほ
か
、
日
展
や
日
本
新
工

芸
展
に
も
入
賞
す
る
な
ど
実
力
の
持
ち
主
。
生
け
花

に
も
造
詣
が
深
く
、
今
回
は
自
身
で
作
陶
し
た
花
器

に
花
を
生
け
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
遊
庭
の
庭
で
は
天
野
定
夫
さ
ん
が
作
陶

し
た
花
器
に
麻
里
絵
さ
ん
が
春
の
花
を
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
し
た
作
品
も
飾
ら
れ
、
来
園
者
は
世
代
を
超
え

た
展
示
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

26
日
に
は
花
遊
庭
内
の
ホ
ー
ル
で
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
天
野
定
夫
さ
ん

の
「
米
寿
に
感
謝
す
る
会
」
が
行
わ
れ
、
赤
い
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
に
ピ
ン
ク

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
こ
な
し
た
天
野
さ
ん
に
対
し
、
皆

さ
ん
か
ら
「
是
非
私
も
あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
」
と

の
祝
福
の
言
葉
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

　

子
ど
も
会
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
表
彰

　

３
月
21
日
（
金
）
に
名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
豊
田
市
内
の
５
つ
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
家
族
合
同
例
会
で
、
東
田
Ａ
・
Ｂ
子
ど
も
会
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
国
際
的
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
、
今
回
の
例
会
は
同
じ
志
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
各
種
市
民
団
体
と

の
交
流
や
感
謝
を
目
的
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
推

薦
さ
れ
た
10
団
体
が
太
田
稔
彦
豊
田
市
長
と
石
川
勇
夫
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

東
田
Ａ
・
Ｂ
子
ど
も
会
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
を
地
道
に
行
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
豊
田
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
東
日
本
復
興
支
援
活
動
の
一
つ

と
し
て
仙
台
の
子
ど
も
達
を
豊
田
市
に
招
い
て
「
お
い
で
ん
ま
つ
り
」
に
参
加

す
る
交
流
活
動
に
協
力
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。


